
報道資料 

平成１７年１１月２８日 

「人権ふれあいフォトコンテスト」作品表彰式 

● 日 時：平成１７年１２月１日（木）午後１時３０分開式 

● 場 所：市役所北棟４階 第１７会議室 

● 主 旨 

すべての人が、人権尊重の社会があたりまえであるように身につけ行動

できるような社会を目指し、７月の「差別をなくす強調月間」にあわせて、

市民の人権意識の高揚を図るため、「やさしさ、ふれあい」をテーマに心

温まる写真を募集してきました。５０人から８６点の写真作品を出展して

いただき、審査により入賞しました１５名の方に表彰するものです。 

【式典内容】 

１．開式のことば 

２．主催者あいさつ・・・藤原昭 奈良市長より 

３．出席者の紹介 

４．表彰式（入賞者１５名） 

○最優秀賞「やさしさ・ふれあいフォト大賞」（１名） 

○優 秀 賞「人権フォト大賞」（２名） 

○佳  作 （１２名） 

５．作品の講評・・・小川光三 審査委員長より   

６．閉会のことば 

※「人権週間」中（１２月１日から１２日まで）に市役所玄関前ホールにて、

出展作品（５０点）のパネル展示も行います。 

※連絡先：奈良市人権啓発センター 電話０７４２－７２－１５１０ 



題名 お元気ですか？

説明
　祭りの日に、１００歳になるお年寄りの家に、２人の女性が訪ね声をかける
と元気な笑顔が返ってきた。

氏名 小野　智子

題名 親子の絆

説明
　パパと水遊び、楽しい表情が良く出ていて思わずシャッターを切りま
した。

氏名 岩本　通正
題名 あつまれ、元気っこ

説明
　小学校３年生の先生と生徒。いつも全員が元気、心かよわす仲良しクラスそ
の一コマ。

氏名 池田　公造

題名 小動物への餌やり

説明
　動物園の小動物に餌をあげようと、一生懸命手を差し延ばす弟と、餌を貰お
うと待ち受ける動物、それを見つめる兄の姿が何ともなごやかな雰囲気を感じ
させられました。

氏名 石木　敏子
題名 大切に　大切に

説明 　いとこのお宮参りのとき、初めて赤ちゃんを抱いた息子の様子。

氏名 今中　真加
題名 親    子

説明
　ペットボトルを抱え、たこ焼きを食べさせてもらって、お父さん「おいしい
ね。」

氏名 上田　敏行
題名 彼岸参りの再会

説明

　彼岸には親戚が集合しますが、９５歳を迎えるお婆さんとの久し振りの再会
に、昔を懐かしみ喜びのあまり抱きつく叔父さん。みんなから慕われるお婆さ
んは、「苦労もあったが長生きしていて良かった」と微笑む笑顔に感銘を受け
ました。

氏名 大西　慶子

題名
『ワクワク　ドキドキ　キラリ！富三っ子』               ～栗いっ
ぱい！手がいたいよ！～

説明
　学校輝きプラン事業として、本校では運動場東側の「どんぐりの森」を整備
して、植物や自然とふれあう中で、人間としての優しさを育てている。

氏名 岡部　文尋

○優 秀 賞 「人権フォト賞」

○最優秀賞 「やさしさ・ふれあいフォト賞」

○佳　　　作

２００５「人権ふれあいフォトコンテスト」入賞作品一覧表



題名 手助け

説明
　一輪車に一人で乗るのはたいへん。二人で手をつなぎバランスを取ると、上
手に乗れました。一人で出来ない事は、たくさんあります。しかし、みんなで
助け合い、ささえ合えば、いろいろなことが出来るのではないでしょうか。

氏名 奥田　　学
題名 がんばりました

説明
　孫が運動会のマーチングの指揮者に抜擢されて、一生懸命練習し、立派に大
役をはたしてくれました。

氏名 園部　舜一
題名 靴が脱げちゃった

説明 　妹の靴が脱げたので、お姉ちゃんが履かせてあげました。

氏名 高木　弘行
題名 子供ずもう

説明
　私たちの村の八坂神社では、毎年秋祭りに子供相撲が奉納されます。村人達
の声援を受けて相撲を取る子供達の顔は真剣です。最近、村の子供達が少なく
なってきたのは寂しい。

氏名 辻　　博司
題名 なかよし

説明
　芳しい月ヶ瀬梅林に集まった可愛い赤ちゃんたち。人生の出発、おおきな夢
を目指して、いつまでも仲良しでありますように。

氏名 中峯　　隆
題名 友    達

説明

　自宅マンションの中庭での一コマ。二男と友達の海紀君は大の仲良しでいつ
も一緒。この日もいつものように、二人仲良く肩をならべて何かを語っている
ようでした。まだ言葉もはっきりと喋れない二人ですが、心のふれあいで相手
の気持ちがわかるのでしょう。

氏名 福本　　卓
題名 祭りの親子

説明

　祭りは、地域の団結力を強くして、ふれあいを大切にするので、犯罪者はこ
の地域から出にくい。また、親から子にと代々伝わるため、親子の絆も育まれ
る。幼児虐待の多い時代に、是非残して欲しい日本の伝統である。たとえ遠く
に居ても、祭りの時期になると血が騒ぎ故郷を思う。

氏名 渡辺　直雄


